
杉並区のSSWは、これまで様々な子どもと
出会ってきました。

そしてその背景は一人ひとり違いました。
だからこそ

子どもの気持ち・意思を大切にした
支援になるように心がけ、

子どもとのパートナーシップを
大切にしていきたいと思っています。

私たちの考えるパートナーシップとは
子どもたちが「自分は一人じゃない」

「自分は大切な存在だ」と感じる関係づくりを
SSWを含めた社会の中で一緒に築き、

歩んでいくことです。

子どもはたくさんの力を持っています。
つながりの中でその力が発揮できることを目指します。

子どもがつらい状況にあれば
保護者も先生もつらくなるかもしれません。

一緒に支援を考えていきます。



杉並区在住在学の小中学生を対象に

家庭や学校からの要請を受けて

社会福祉士・精神保健福祉士等の

資格を持つ人材がSSWとして派遣されます

さまざまな事情を抱えた子どもたちの背景に着目し

環境への働きかけを行う福祉の専門職です

SSWは子どもや家庭のニーズをキャッチしながら
子どもを中心とした支援のネットワークを構築します！

SSW

子どもたちが安心して過ごせるような環境づくりを目指して、

　　　　　   子どもたちに寄り添い、気持ちや願いを伝えていきます。

　 また、必要に応じて子どもや家庭と相談しながら、

　　　　　　 　　学校や関係機関、地域と連携していきます。

・ 学校に行きたがらない

・ 外に出たがらない

・ 友人、先生、家族との関係に悩んでいる　　など・・・

よくある相談例

スクールソーシャルワーカー
（SSW）

ってどんな人？


